








考察・結論 

小児期に発症する腎疾患のうち経過のよくなかった症例(死亡、慢性腎不全、腎機能低下)

につき臨床的分析を行なって次のような成績を得た。 

1)全体像から 

腎臓病総入院患者に対する上記の重篤な経過をとる腎疾患症例の比率は約 7%となり、男女

比は 1.3:1 と男性にやや高かった。ただ死亡症例男女比は女性に高く 1:2.3 となった。 

病種別ではネ症で男性が多く、Lupus 腎炎は全例女性、アルポート症候群は全例男性であ

り、性別発症頻度の特徴があるその影響を裏づけていた。 

2)年齢 

慢性腎不全となる年齢は判明した範囲内で 10～15歳に 75%と集中し、10 歳以下は 21.7%と

なった。20 歳以上はただ 1 例のみで片側性の低形成腎の症例であった。死亡時年齢は 15

歳～20 歳に 54%、10 歳～15 歳に 31%の相対頻度であった。 

3)死亡例 

病種ではLupus腎炎、ネ症に多くみられた。死因はLupus腎炎では頭蓋内血管障害;出血が、

ネ症では感染症合併による DIC が注目された。腎死は透析療法ができなかった 1例を含め

2 例に過ぎなかった。腎炎型ネ症や慢性腎炎で高血圧の合併のある 2 例は痙攣を起して死

亡し、頭蓋内出血を推定した。よりよい降圧療法の導入を反省させられた。 

4)腎疾患の発見動機 

4 例が学校検尿で発見されていた。今後も学校検尿で 1gA 腎症、膜性増殖性腎炎(MPGN)、

画像診断の発達で嚢胞腎など先天性腎異常が発見される率が高くなることが予想され、こ

れら腎疾患の一部は腎機能低下、慢性腎不全の経過をとるので注意して経過観察をすべき

であろう。 


